
アデン港。イギリス植民地時代（１８３９～１９６７年）は，世界有数の船
舶寄港数を誇る自由港であり，アラビア半島の最先進地域であった。
だが，栄華を極めたアデンもイギリスからの独立，社会主義化，北
イエメンとの対立，そして南北統合を経て今日に至るまで，不幸の
連続であったという人もいる。しかし，２１世紀のイエメンの将来は
アデンが握っている。
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南
北
分
断

長
い
間
、
イ
エ
メ
ン
政
治
最
大
の
「
困
り
も
の
」
は
南
北
分
断
状
態
で
あ
っ
た
。
シ
バ
王

国
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
南
ア
ラ
ビ
ア
諸
王
国
の
時
代
か
ら
イ
エ
メ
ン
人
た
ち
は
「
ア
ラ

ブ
の
源
流
」
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
共
有
し
て
お
り
、
ア
ラ
ブ
と
い
う
人
種
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

と
「
部
族
」
と
い
う
生
活
レ
ベ
ル
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
中
間
に
、「
イ
エ
メ
ン
人
」
と
し
て
の
自

己
認
識
が
明
確
に
存
在
す
る
。
そ
の
イ
エ
メ
ン
が
二
十
世
紀
の
ほ
と
ん
ど
を
分
断
状
態
で
過
ご
し
た
直
接

の
原
因
は
、
一
九
〇
四
年
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
と
イ
ギ
リ
ス
が
イ
エ
メ
ン
人
に
何
の
相
談
も
な
く
「
国

境
確
定
交
渉
」
を
し
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
と
き
の
線
引
き
は
帝
国
主
義
者
の
常
と
し
て
か
な
り

乱
暴
で
、
紅
海
の
入
口
バ
ー
ブ
・
ア
ル
・
マ
ン
ダ
ブ
岬
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
横
切
っ
て
、
ペ
ル
シ
ャ
湾

岸
の
バ
ハ
レ
ー
ン
に
至
る
直
線
で
ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
二
分
し
、
上
が
ト
ル
コ
、
下
が
イ
ギ
リ
ス
、
と
取
り

決
め
た
の
で
あ
る
。

大
英
帝
国
は
一
八
三
九
年
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
植
民
地
を
結
ぶ
イ
ン
ド
洋
航
路
の
水
・
石
炭
の

中
継
地
確
保
の
た
め
に
ア
デ
ン
を
占
領
し
、
そ
の
後
南
イ
エ
メ
ン
一
帯
を
保
護
領
と
し
て
い
た
。
一
方
、

北
イ
エ
メ
ン
は
十
六
世
紀
以
来
名
目
的
に
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
実
情
は
部
族
勢

力
な
ど
の
群
雄
割
拠
状
態
で
あ
り
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
か
ら
サ
ナ
ア
に
「
総
督
」
が
送
ら
れ
て
も

そ
の
支
配
は
都
市
に
限
ら
れ
て
い
た
。
山
岳
地
で
は
地
元
部
族
の
抵
抗
が
激
し
い
た
め
に
多
く
の
ト
ル
コ
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兵
が
命
を
落
と
す
の
で
ト
ル
コ
で
は
「
イ
エ
メ
ン
は
ト
ル
コ
兵
の
墓
場
」
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
れ
が
二
十
世
紀
初
頭
の
南
北
イ
エ
メ
ン
の
政
治
状
況
で
あ
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
に
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
が
衰
退
す
る
と
、
北
イ
エ
メ
ン
は
イ
マ
ー
ム
を
国
王

と
す
る
「
ム
タ
ワ
ッ
キ
ル
王
国
」
と
し
て
独
立
す
る
。
イ
マ
ー
ム
は
当
時
の
先
進
都
市
ア
デ
ン
を
経
由
し

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
「
非
イ
ス
ラ
ム
的
」
な
思
想
が
流
入
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
近
代
化
を
拒
否
す
る
鎖
国

政
治
を
採
用
し
た
。
こ
の
結
果
、
近
代
化
を
求
め
る
イ
エ
メ
ン
の
イ
ン
テ
リ
た
ち
は
教
育
と
自
由
を
求
め

て
ア
デ
ン
に
流
出
し
、
開
国
・
近
代
化
を
目
指
す
「
自
由
イ
エ
メ
ン
運
動
」
を
開
始
す
る
。

「
自
由
イ
エ
メ
ン
運
動
」
は
反
イ
マ
ー
ム
勢
力
を
糾
合
し
、
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
を
唱
え
る
エ
ジ
プ
ト
の

ナ
セ
ル
大
統
領
に
支
援
さ
れ
て
一
九
六
二
年
に
「
イ
マ
ー
ム
打
倒
」
革
命
を
起
こ
す
（
九
月
二
六
日
革
命
）。

革
命
派
は
サ
ナ
ア
を
制
圧
し
て
「
イ
エ
メ
ン
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
」
の
樹
立
を
宣
言
し
た
も
の
の
、
イ
マ
ー

ム
は
北
部
山
岳
地
に
逃
げ
延
び
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
な
ど
の
ア
ラ
ブ
王
制
国
家
の
支
援
を
獲

得
し
て
部
族
勢
力
に
よ
る
軍
事
力
を
立
て
直
し
、
爾
後
「
共
和
国
派
」
と
「
イ
マ
ー
ム
派
」
と
の
間
で
十

年
に
わ
た
る
内
戦
状
態
に
突
入
す
る
。

一
方
、
こ
の
革
命
に
刺
激
さ
れ
る
よ
う
に
翌
一
九
六
三
年
、
南
イ
エ
メ
ン
の
ラ
ド
フ
ァ
ー
ン
で
も
反
英

独
立
闘
争
が
本
格
的
に
始
ま
る
（
十
月
十
四
日
革
命
）。
北
が
内
戦
で
混
乱
し
て
い
る
間
に
南
の
反
英
独
立
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闘
争
は
左
派
勢
力
を
中
心
に
先
鋭
化
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
九
六
七
年
十
一
月
に
植
民
地
を
放
棄
し
て
南
イ

エ
メ
ン
が
独
立
す
る
。
一
方
、
北
部
で
は
内
戦
が
膠
着
状
態
に
陥
り
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
調
停
で
共
和
国
派

と
イ
マ
ー
ム
派
と
の
間
で
「
イ
マ
ー
ム
の
追
放
」
を
条
件
に
妥
協
が
成
立
、
部
族
勢
力
が
影
響
力
を
保
持

す
る
右
派
勢
力
に
よ
る
新
政
権
が
誕
生
し
た
（
一
九
七
〇
年
）。
こ
う
し
て
南
イ
エ
メ
ン
は
左
派
政
権
、
北

イ
エ
メ
ン
は
右
派
優
勢
と
い
う
構
図
が
成
立
、
当
時
の
東
西
冷
戦
構
造
に
も
巻
き
込
ま
れ
て
、
そ
の
後
七

二
年
、
七
九
年
、
八
二
年
の
三
度
に
わ
た
っ
て
南
北
間
の
武
力
衝
突
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
内
戦
が

勃
発
す
る
と
そ
の
都
度
ア
ラ
ブ
諸
国
の
調
停
で
停
戦
と
な
り
、
毎
回
儀
式
的
な
「
統
一
」
へ
の
意
思
確
認

が
行
わ
れ
た
が
、
多
く
の
イ
エ
メ
ン
人
に
と
っ
て
統
一
は
政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
す
ぎ
ず
、
当
面
実
現
不

可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
も
と
も
と
ア
デ
ン
の
人
々
の
大
半
は
イ
ギ
リ
ス
時
代
に

イ
エ
メ
ン
各
地
（
と
く
に
ホ
ジ
ャ
リ
ア
地
方
）
か
ら
仕
事
や
教
育
を
求
め
て
流
入
し
て
き
た
人
々
で
あ
り
、

分
断
時
代
を
通
じ
て
庶
民
の
レ
ベ
ル
の
交
流
は
比
較
的
自
由
に
維
持
さ
れ
て
い
た
。

さ
て
南
北
分
断
状
態
の
終
結
は
あ
っ
け
な
く
訪
れ
た
。

ア
デ
ン
で
は
一
九
八
六
年
に
政
権
政
党
で
「
ア
ラ
ブ
唯
一
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
政
党
」
で
あ

っ
た
「
イ
エ
メ
ン
社
会
党
」
の
内
紛
か
ら
、
数
千
人
の
死
者
を
出
す
大
規
模
な
市
街
戦
が
発
生
し
た
（
一

月
十
三
日
事
件
）。
こ
の
結
果
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
亡
命
、
戦
死
な
ど
の
形
で
失
い
、
政
権
は
著
し
く
弱
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体
化
し
、
加
え
て
八
九
年
に
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
朋
諸
国
が
次
々
と
崩
壊
し
て
い
く
な
か
で
、
社
会
主
義
政

権
は
風
前
の
と
も
し
び
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
ア
デ
ン
の
指
導
者
た
ち
は
国
家
が
崩
壊
す
る
よ
り
は
南
北
統

一
に
よ
る
政
権
維
持
に
賭
け
、
急
転
直
下
悲
願
の
統
一
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

内

戦

一
九
九
〇
年
五
月
二
二
日
、
東
西
ド
イ
ツ
よ
り
も
半
年
早
い
イ
エ
メ
ン
の
無
血
統
一
達
成
は

ほ
と
ん
ど
の
国
民
に
熱
狂
的
に
支
持
さ
れ
、
統
一
に
反
対
す
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

し
か
し
統
一
前
に
双
方
の
首
都
で
行
わ
れ
た
二
つ
の
統
一
反
対
デ
モ
は
、
統
一
イ
エ
メ
ン
の
行
方
を
暗

示
し
て
象
徴
的
で
あ
っ
た
。
サ
ナ
ア
で
の
デ
モ
は
保
守
的
イ
ス
ラ
ム
勢
力
が
組
織
し
た
も
の
で
「
堕
落
し
、

無
神
論
を
唱
え
る
共
産
主
義
者
と
の
統
一
は
許
さ
れ
な
い
」
と
主
張
し
た
。
敬
虔
な
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
イ

エ
メ
ン
庶
民
の
大
半
は
「
共
産
主
義
」（
社
会
主
義
も
同
様
に
語
ら
れ
る
）
と
い
う
言
葉
を
口
に
す
る
と
き

に
は
眉
を
ひ
そ
め
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
ア
デ
ン
で
の
デ
モ
は
職
業
を
も
つ
女
性
た
ち
が
組
織
し
た
も
の
で
「
無
知
で
野
蛮
な
イ
ス
ラ
ム

主
義
者
と
の
統
合
な
ど
し
た
く
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
統
一
以
前
の
ア
デ
ン
で
は
、
社
会
主
義

の
理
想
を
体
現
し
た
憲
法
に
則
り
、
教
育
、
職
場
な
ど
に
男
女
平
等
の
原
則
が
浸
透
し
て
い
た
。
実
際
、

ア
デ
ン
の
公
務
員
に
は
女
性
も
多
く
、
髪
の
毛
を
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
で
覆
う
程
度
で
男
女
の
空
間
を
分
離
す
る

こ
と
な
く
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
空
間
分
離
が
厳
格
な
サ
ナ
ア
の
状
況
と
は
ま
る
で
異
な
っ
て
い
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た
。
そ
こ
で
統
一
に
よ
っ
て
「
シ
ャ
リ
ー
ア
」（
イ
ス
ラ
ム
法
）
が
憲
法
の
基
礎
と
な
り
、
イ
ス
ラ
ム
的
な

規
制
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
彼
女
ら
は
示
威
行
動
を
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。

実
際
に
統
一
に
よ
っ
て
最
も
大
き
な
変
化
を
経
験
し
た
の
は
ア
デ
ン
で
あ
ろ
う
。「
社
会
主
義
」
を
放

棄
し
た
結
果
、
従
来
慢
性
的
に
品
薄
で
あ
っ
た
野
菜
や
雑
貨
が
北
部
か
ら
自
由
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ

て
、
人
々
の
食
生
活
は
格
段
に
改
善
さ
れ
た
し
、
こ
れ
ま
で
秘
密
警
察
の
存
在
が
怖
く
て
話
を
す
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
外
国
人
と
も
自
由
に
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
内
閣
、
議
会
な
ど
国
の
中
枢
機
能
は
す
べ
て
サ
ナ
ア
に
移
っ
て

い
き
、
ア
デ
ン
は
「
経
済
首
都
」「
冬
の
首
都
」
と
は
名
ば
か
り
の
一
地
方
都
市
に
格
下
げ
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
最
盛
期
に
は
世
界
第
二
の
船
舶
寄
港
数
を
誇
っ
た
自
由
港
ア
デ
ン
の
歴
史
を
知

る
ア
デ
ン
っ
子
〈
ア
デ
ニ
ー
〉
の
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
統
一
国
歌
は
旧
南
、
統
一
国
章
は
旧
北
の
も
の
を
採
用
す
る
な
ど
「
対
等
」
の
体
裁
を
整
え
、

大
臣
の
数
も
ほ
ぼ
折
半
し
て
、
一
つ
の
省
で
大
臣
が
北
出
身
な
ら
副
大
臣
は
南
、
大
臣
が
南
な
ら
副
大
臣

は
北
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
配
慮
し
た
も
の
の
、
そ
の
実
は
人
口
比
（
北
が
約
一
千
万

人
、
南
が
二
五
〇
万
人
）、
経
済
力
で
勝
る
北
の
「
軍
人
、
部
族
勢
力
」
が
政
権
の
中
枢
部
を
握
る
構
造
で

あ
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
っ
た
。
加
え
て
、
統
一
前
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
「
ア
デ
ン
自
由
港
」
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再
建
計
画
が
、
ホ
デ
イ
ダ
港
（
北
イ
エ
メ
ン
の
主

要
港
、
紅
海
沿
岸
）
に
利
害
を
も
つ
北
の
政
治
家
・

商
人
の
抵
抗
で
、
統
一
後
い
っ
こ
う
に
進
捗
し
な

い
こ
と
も
ア
デ
ン
の
人
々
の
統
一
へ
の
失
望
感
を

募
ら
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

一
九
九
三
年
四
月
に
統
一
後
最
初
の
国
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、
旧
南
の
政
権
政
党
「
イ
エ

メ
ン
社
会
党
」（
Ｙ
Ｓ
Ｐ
）
は
議
席
数
で
第
三
党

に
転
落
し
、
第
二
党
に
躍
り
出
た
北
部
部
族
と
イ

ス
ラ
ム
勢
力
の
「
イ
ス
ラ
ム
改
革
党
」（
イ
ス
ラ

ー
ハ
）
と
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
対
立
、
同
年
夏
に

は
Ｙ
Ｓ
Ｐ
書
記
長
で
も
あ
る
ア
ル
ビ
ー
ド
副
大
統

領
が
「
身
の
安
全
が
確
保
さ
れ
な
い
」
と
し
て
ア

デ
ン
に
引
き
こ
も
っ
て
サ
ナ
ア
で
の
会
議
を
ボ
イ

コ
ッ
ト
す
る
な
ど
統
一
の
亀
裂
が
表
面
化
し
は
じ

社会主義時代のアデンは権力闘争が激しかった。ほとん
どの建物はイギリス時代に建設されたものをそのまま使
い回している。（スチーマー・ポイント）
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め
た
。

そ
の
後
の
国
内
外
諸
勢
力
の
調
停
努
力
も
空
し
く
、
一
九
九

四
年
五
月
に
は
旧
南
北
軍
の
間
で
戦
闘
が
始
ま
り
、
双
方
の
空

軍
が
ア
デ
ン
、
サ
ナ
ア
を
空
爆
す
る
本
格
的
な
内
戦
状
態
に
突

入
し
た
。
ア
ル
ビ
ー
ド
ら
は
ア
デ
ン
に
立
て
こ
も
り
、
ア
デ
ニ

ー
の
北
へ
の
不
信
感
、
不
満
を
背
景
に
新
国
家
「
イ
エ
メ
ン
民

主
共
和
国
」
の
樹
立
を
宣
言
し
た
。
し
か
し
ア
デ
ニ
ー
以
外
に

再
分
離
を
支
持
す
る
国
民
は
少
な
く
、
戦
況
は
圧
倒
的
に
北
側

に
有
利
に
展
開
し
、
孤
立
し
た
ア
デ
ン
は
七
月
に
陥
落
し
て
二

カ
月
間
の
内
戦
は
終
結
し
た
。

こ
う
し
て
統
一
イ
エ
メ
ン
最
大
の
危
機
は
乗
り
越
え
ら
れ
た

の
だ
が
、
ア
デ
ン
の
人
々
の
不
満
は
一
向
に
解
消
さ
れ
て
い
な

い
。
例
え
ば
内
戦
後
、
植
民
地
時
代
か
ら
ア
デ
ン
で
生
産
を
続

け
て
い
た
唯
一
の
国
産
ビ
ー
ル
「
シ
エ
ラ
」
の
工
場
は
、
イ
ス

ラ
ム
勢
力
の
意
向
で
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
し
、
旧
南
イ
エ
メ

１８３９年にイギリスが最初に上陸したシエラ島。この島の
名前にちなんで，「シエラ」と名づけられたビールは１９９４
年の南北内戦まで生産されていた。

234



ン
の
軍
人
は
ほ
と
ん
ど
が
「
退
役
」
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ア
デ
ニ
ー
の
北
に
対
す
る
不
信
感
に
は

さ
ら
に
無
力
感
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ア
デ
ニ
ー
の
こ
う
し
た
感
情
を
放
置
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
政
府
も
十
分
に
理
解
し
て
い

る
の
で
、
内
戦
後
は
ア
デ
ン
自
由
港
再
建
計
画
の
本
格
化
、「
冬
の
首
都
」
と
し
て
大
統
領
の
滞
在
期
間

の
延
長
な
ど
、
そ
れ
な
り
の
配
慮
は
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ
も
多
く
の
専
門
家
の
指
摘
す
る
よ

う
に
、
ア
デ
ン
の
活
性
化
な
し
に
イ
エ
メ
ン
経
済
の
活
性
化
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
り
、
ア
デ
ン
は
「
困

り
も
の
」
で
あ
る
と
同
時
に
統
一
イ
エ
メ
ン
の
「
期
待
の
星
」
で
も
あ
る
の
だ
。

無
秩
序

ア
デ
ニ
ー
は
北
部
山
岳
部
族
民
を
〈
ダ
ハ
バ
ー
シ
〉
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
半
ば
蔑
称
で
あ
る
。

も
と
も
と
は
サ
ナ
ア
の
国
営
テ
レ
ビ
製
作
の
コ
メ
デ
ィ
ー
ド
ラ
マ
に
出
て
き
た
道
化
役
の
男

の
名
な
の
だ
が
、「
い
な
か
も
の
」
の
代
表
の
よ
う
な
こ
の
男
の
「
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
無
教
養
な
ふ
る

ま
い
」
が
、
山
岳
部
族
民
の
行
動
と
そ
っ
く
り
だ
と
感
じ
た
ア
デ
ニ
ー
た
ち
は
、
こ
の
番
組
の
放
映
以
降

こ
の
言
葉
を
好
ん
で
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
デ
ニ
ー
に
と
っ
て
、
ダ
ハ
バ
ー
シ
は
秩
序
〈
ニ
ザ
ー
ム
〉

を
破
壊
す
る
「
困
り
も
の
」
で
あ
る
。

統
一
直
後
か
ら
、
北
か
ら
や
っ
て
来
る
役
人
や
訪
問
者
が
ア
デ
ン
を
「
汚
染
」
し
て
い
る
と
い
う
声
は

頻
繁
に
聞
か
れ
た
。
例
え
ば
ア
デ
ン
の
交
差
点
の
ル
ー
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
の
名
残
で
信
号
機
の
な
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い
「
ロ
ー
タ
リ
ー
型
」
で
あ
り
、
先
に
ロ
ー
タ
リ
ー
に
入
っ
た
車
に
優
先
権
が
あ
る
。
問
題
は
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
交
通
量
が
比
較
的
少
な
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
と
い
う
前
提
の
あ
る
と
こ

ろ
で
し
か
機
能
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
統
一
後
ア
デ
ン
に
や
っ
て
来
た
北
か
ら
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ロ
ー
タ

リ
ー
を
見
る
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
で
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
。
そ
こ
で
交
差
点
を
左
折
す
る
と
き
に
反
時

計
回
り
に
四
分
の
三
周
す
る
こ
と
な
ど
思
い
も
よ
ら
ず
、
い
き
な
り
ロ
ー
タ
リ
ー
内
を
逆
行
し
は
じ
め
た

の
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
デ
ン
市
内
の
片
道
二
車
線
の
道
路
で
は
内
側
車
線
は
「
追
い
越
し
車
線
」
で
あ
り
、
従
来
は

こ
の
ル
ー
ル
が
遵
守
さ
れ
て
お
り
不
必
要
に
内
側
車
線
を
走
っ
て
い
た
ら
、
罰
金
を
科
さ
れ
た
も
の
だ
と

い
う
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
も
我
が
ち
に
走
り
た
が
る
北
か
ら
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
流
入
す
る
と
二
車
線
と
も
に

常
に
渋
滞
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
規
制
を
監
視
す
る
べ
き
交
通
警
官
に
も
「
北
の

悪
習
」
が
浸
透
し
、
警
官
に
よ
る
「
袖
の
下
」〈
バ
ク
シ
ー
シ
〉
要
求
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
だ
あ
る
。
社
会
主
義
時
代
の
ア
デ
ン
で
は
武
器
の
携
行
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
統
一
後
ダ
ハ
バ
ー

シ
た
ち
が
ジ
ャ
ン
ビ
ー
ア
と
ラ
イ
フ
ル
を
ぶ
ら
提
げ
て
町
を
闊
歩
す
る
よ
う
に
な
り
、
治
安
状
況
が
悪
化

し
た
と
ア
デ
ニ
ー
は
嘆
く
。

植
民
地
時
代
に
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ペ
ト
ロ
リ
ア
ム
（
Ｂ
Ｐ
）
社
の
「
ア
デ
ン
精
油
所
」
に
勤
務
し
た
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経
験
の
あ
る
ア
デ
ニ
ー
た
ち
は
、
当
時
の
二
四
時
間
三
交
替
制
の
下
で
の
規
律
正
し
い
仕
事
ぶ
り
を
懐
か

し
む
。
そ
の
口
ぶ
り
に
は
、
ダ
ハ
バ
ー
シ
さ
え
い
な
け
れ
ば
自
分
た
ち
の
手
で
ア
デ
ン
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
に
、
と
い
う
悔
し
さ
が
言
外
に
に
じ
む
。

こ
の
よ
う
に
ダ
ハ
バ
ー
シ
を
、「
秩
序
を
理
解
す
る
こ
と
も
守
る
こ
と
も
で
き
な
い
田
舎
も
の
」
と
す

る
偏
見
は
、
北
部
の
人
々
が
ア
デ
ニ
ー
に
対
し
て
も
つ
「
共
産
主
義
に
染
ま
っ
て
ア
ッ
ラ
ー
の
道
を
踏
み

外
し
、
酒
を
飲
み
、
名
誉
を
忘
れ
た
ふ
ぬ
け
も
の
」
と
い
う
偏
見
と
対
を
な
し
て
い
る
。

し
か
し
、「
秩
序
」
は
近
代
化
に
と
っ
て
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
、
ま
し
て
や
自
由
貿

易
港
を
つ
く
り
外
国
か
ら
の
投
資
を
呼
び
寄
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
港
湾
、
水
、
電
気
、
電
話
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
の
み
な
ら
ず
、「
規
律
正
し
い
労
働
者
」「
効
率
的
な
行
政
」「
賄
賂
を
要
求
し
な
い
政
治
家
」

な
ど
「
秩
序
」
を
重
ん
じ
る
風
土
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内
戦
後
自
由
港
計
画
は
本
格
的
に
始
動
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
政
府
が
開
発
権
を
サ
ウ
ジ
の
財
閥
（
ハ

ド
ラ
マ
ウ
ト
出
身
者
で
あ
る
）
に
二
五
年
契
約
で
売
り
出
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
湾
局
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
な
っ
て
韓
国
の
建
設
会
社
が
コ
ン
テ
ナ
桟
橋
の
建
設
に
乗
り
出
し
て
か
ら
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
「
秩
序
と
ル
ー
ル
」
を
重
ん
じ
る
。
な
に
し
ろ
道
ば
た
に
ガ
ム
を
捨
て
た
り
、
公

衆
ト
イ
レ
の
水
を
流
し
忘
れ
る
と
罰
金
を
取
ら
れ
る
国
で
あ
る
。
イ
エ
メ
ン
で
も
彼
ら
は
妥
協
し
な
い
。
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あ
る
日
の
午
後
、
建
設
中
の
コ
ン
テ
ナ
桟
橋
に
軍
人
が
ボ
ー

ト
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
て
、
工
事
関
係
者
の
制
止
も
聞
か
ず
に

海
を
見
な
が
ら
カ
ー
ト
を
噛
み
だ
し
た
。
自
由
港
地
域
内
に
は

カ
ー
ト
の
持
ち
込
み
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
イ
エ
メ
ン
人
労

働
者
も
カ
ー
ト
を
噛
む
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
望

遠
カ
メ
ラ
で
こ
の
様
子
を
ビ
デ
オ
に
撮
り
、
な
ん
と
直
接
大
統

領
府
に
送
り
つ
け
た
と
い
う
。
そ
れ
以
降
、
い
っ
さ
い
そ
ん
な

狼
藉
を
働
く
も
の
は
い
な
く
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
政
府

が
ア
デ
ン
自
由
港
に
特
別
の
配
慮
を
は
ら
っ
て
い
る
か
ら
可
能

に
な
っ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
話
、
ア
デ
ニ
ー
は
密
か
に
拍
手
喝

采
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

人
質
事
件（
イ
フ
テ
ィ
タ
ー
フ
）

イ
エ
メ
ン
の
将
来
は
「
観
光
産
業
」
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
意

見
が
あ
る
。

事
実
、
外
国
人
ズ
レ
し
て
い
な
い
素
朴
な
国
民
性
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
景
観
、
そ
し
て
ア
ラ
ビ
ア

アデン・コンテナターミナル。ヨーロッパとアジア
の中間に位置するアデンは立地に恵まれており，イ
ンフラの整備と政治的安定が確保できれば「アデン
復活」も夢ではないと，アデニーは期待している。
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ン
ナ
イ
ト
を
彷
彿
と
さ
せ
る
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
サ
ナ
ア
旧
市
街
の
町
並
な
ど
、
外
国
人
の
「
異
国
趣
味
」

を
満
た
す
観
光
資
源
に
は
事
欠
か
ず
、
そ
れ
ま
で
知
る
人
ぞ
知
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
」
程
度
だ

っ
た
イ
エ
メ
ン
の
観
光
人
気
は
一
九
九
四
年
の
内
戦
終
了
後
う
な
ぎ
上
り
と
な
り
、
日
本
か
ら
も
パ
ッ
ク

ツ
ア
ー
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
数
が
飛
躍
的
に
増
え
た
。
九
七
年
に
は
在
日
イ
エ
メ
ン
大
使
館
で
の
ビ
ザ

発
給
件
数
は
初
め
て
年
間
千
件
の
大
台
を
超
え
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
な
ど
の
「
観
光
先
進
国
」
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
も
着
実
に
増
加
し
、
こ
の
ブ
ー
ム
を
当
て
込
ん
だ
ホ
テ
ル
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
お
土
産
屋
が
相
次
い
で
店
開
き
し
、
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
に
よ
る

観
光
タ
ク
シ
ー
の
数
も
爆
発
的
に
増
加
し
た
。
こ
の
ぶ
ん
な
ら
、
観
光
産
業
が
石
油
・
ガ
ス
と
並
ぶ
一
大

産
業
と
な
る
日
も
近
い
、
と
多
く
の
関
係
者
が
期
待
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
イ
エ
メ
ン
人
気
に
水
を
差
し
た
「
困
り
も
の
」
が
山
岳
部
族
民
〈
カ
ビ
ー
リ
ー
〉
に
よ

る
「
外
国
人
人
質
」
事
件
の
頻
発
で
あ
っ
た
。
地
方
の
幹
線
道
路
を
走
っ
て
い
る
観
光
客
を
乗
せ
た
車
を

待
ち
伏
せ
し
、
そ
の
ま
ま
車
ご
と
自
分
た
ち
の
部
族
領
域
に
連
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
ひ
と
た
び
部

族
領
域
に
入
っ
て
し
ま
う
と
政
府
の
警
察
力
は
ほ
と
ん
ど
及
ば
な
い
の
で
、
人
質
奪
回
の
た
め
に
は
周
辺

の
部
族
長
な
ど
を
間
に
立
て
た
交
渉
が
必
要
と
な
る
。

人
質
誘
拐
の
目
的
は
「
わ
れ
わ
れ
の
地
域
に
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ
こ
せ
」
だ
の
「
犯
罪
を
犯
し
て

第１０章 困りモノ

239



投
獄
さ
れ
て
い
る
自
分
た
ち
の
部
族
民
を
釈
放
せ
よ
」
だ
の

と
い
っ
た
政
府
に
対
す
る
要
求
を
聞
い
て
も
ら
う
た
め
の

「
取
引
材
料
」
を
得
る
こ
と
に
あ
り
、「
外
国
人
に
対
す
る
恨

み
」
や
「
身
代
金
目
的
」
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
人
質
に
危

害
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
九
九
五
年
以

降
一
〇
〇
件
を
超
え
る
人
質
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
事
件
で
部
族
民
に
よ
っ
て
人
質
が
殺
害
さ
れ
た
例

は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
数
週
間
以
内
に
無
事
に
解
放

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
か
に
「
命
に
危
害
は
加
え
な
い
」
と
は
い
え
、

事
件
が
発
生
す
れ
ば
そ
の
救
出
の
た
め
に
軍
や
ら
治
安
部
隊

は
出
動
す
る
し
、
自
国
民
保
護
の
た
め
に
外
国
大
使
館
も
お

お
わ
ら
わ
と
な
り
、
マ
ス
コ
ミ
は
本
国
で
大
げ
さ
に
報
道
す

る
。
こ
の
結
果
、
一
つ
事
件
が
起
こ
る
度
に
ツ
ア
ー
の
キ
ャ

ン
セ
ル
が
続
出
し
、
旅
行
会
社
は
あ
が
っ
た
り
で
あ
る
。
と

部族民による観光客人質事件を予防するため，治安当局はマーリブ
行きの観光客に「隊列」を組ませ，これを警護してマーリブまで送
り届けることにした。この結果，毎朝１０時頃には砂漠の入口に観光
用ランドクルーザーが５０台以上の隊列をつくることになった。（サ
ナア～マーリブ道路，ジョウフ分岐。１９９８年４月撮影）
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く
に
一
九
九
八
年
末
に
発
生
し
た
国
際
的
イ
ス
ラ
ム
組
織
に
よ
る
誘
拐
で
は
、
治
安
軍
と
の
銃
撃
戦
で
人

質
外
国
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
悲
劇
が
発
生
し
た
。
こ
れ
は
部
族
民
に
よ
る
人
質
事
件
と
本
質
的
に
は
異

な
り
、
例
外
的
な
事
件
で
は
あ
る
が
被
害
者
が
出
た
と
い
う
事
実
に
は
か
わ
り
が
な
く
、
日
本
政
府
も
日

本
人
観
光
客
に
対
し
て
「
観
光
旅
行
自
粛
」
を
呼
び
か
け
る
な
ど
し
た
た
め
、
観
光
産
業
は
破
壊
的
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
、
多
く
の
国
民
が
仕
事
に
あ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
。

人
質
事
件
を
理
解
す
る
に
は
、
部
族
の
論
理
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
エ
メ
ン
の
部
族
社
会

の
規
範
で
は
、
部
族
民
が
よ
そ
者
に
対
し
て
、
自
ら
の
領
域
を
通
過
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
場
合
、
そ
の

部
族
は
旅
行
者
の
身
の
安
全
を
保
障
す
る
義
務
を
負
う
。
義
務
は
部
族
の
「
名
誉
」
に
か
け
て
果
た
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
義
務
が
果
た
せ
な
い
こ
と
は
「
恥
」
で
あ
る
。
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
る
よ
う

に
カ
ビ
ー
リ
ー
に
と
っ
て
、
恥
〈
ア
イ
ブ
〉
は
な
ん
と
し
て
も
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
モ
ノ
で
あ
る
。

イ
エ
メ
ン
山
岳
社
会
に
お
い
て
は
部
族
の
自
立
性
が
強
く
、
政
府
の
権
力
は
部
族
領
域
の
な
か
に
は
直

接
に
は
及
ば
な
い
。
こ
の
意
味
で
は
「
政
府
」
と
い
え
ど
も
そ
の
存
在
感
は
部
族
に
毛
が
生
え
た
程
度
の

も
の
で
し
か
な
い
。

さ
て
、
政
府
が
観
光
ビ
ザ
を
発
給
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
政
府
が
外
国
人
旅
行
者
の
安
全
を
保
障
し
た

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
質
に
と
ら
れ
る
の
は
政
府
に
と
っ
て
は
「
恥
」
で
あ
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る
。
政
府
に
不
満
を
も
つ
部
族
は
政
府
に
こ
う
し
て
「
恥
」
を
与

え
る
こ
と
で
こ
ち
ら
の
言
い
分
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ

る
。「
恥
」
を
き
わ
め
て
重
く
み
る
誇
り
高
き
イ
エ
メ
ン
だ
か
ら

こ
そ
成
立
す
る
政
治
的
ゲ
ー
ム
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
客
の
も
て
な
し
が
悪
い
こ
と
も
ま
た
イ
エ
メ
ン
の
部
族

民
に
と
っ
て
は
「
恥
」
な
の
で
、
誘
拐
し
た
ほ
う
は
人
質
を
「
賓

客
」
と
し
て
最
大
限
の
も
て
な
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水

も
電
気
も
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
も
、
昼
御
飯
に
は
羊
を
ほ
ふ
り
、

昼
食
後
に
は
最
上
級
の
カ
ー
ト
が
ふ
る
ま
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、

解
放
さ
れ
た
「
人
質
」
た
ち
の
、
誘
拐
し
た
部
族
民
に
対
す
る
印

象
は
お
お
む
ね
良
い
。

そ
こ
で
物
好
き
な
外
国
人
の
間
で
は
「
人
質
体
験
ツ
ア
ー
」
と

い
う
ア
イ
デ
ア
が
浮
上
し
た
。
こ
の
話
を
現
地
旅
行
会
社
の
社
長

に
も
ち
か
け
た
の
だ
が
、「
水
も
電
気
も
な
い
と
こ
ろ
に
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
差
し
入
れ
に
行
く
身
に
も
な
っ
て
く
れ
」
と
、

アデンに入港する日本の豪華客船「飛鳥」（１９９８年３月）。
盛り上がりかけた日本からの観光旅行ブームも，「人質
事件」の余波でとん挫してしまった。
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は
な
か
ら
取
り
合
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

新
し
い
女
性
像

あ
る
日
の
午
後
、
所
用
が
あ
っ
て
日
本
大
使
館
へ
出
か
け
た
。
大
使
館
に
入
る
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
角
を
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
全
身
を
シ
ャ
リ
シ
ャ
フ
姿
で
覆
っ
た

黒
づ
く
め
の
女
性
が
車
に
向
か
っ
て
手
を
振
る
よ
う
に
し
て
呼
び
止
め
た
。
サ
ナ
ア
の
町
な
か
で
黒
づ
く

め
の
女
性
が
見
ず
知
ら
ず
の
車
を
呼
び
止
め
る
な
ど
と
い
う
の
は
尋
常
な
こ
と
で
は
な
い
。
よ
ほ
ど
切
羽

詰
ま
っ
た
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
車
を
停
め
る
と
、
そ
の
女
性
は
「C

an
you

help
m
e?

」

と
英
語
で
話
し
か
け
て
き
た
。
窓
越
し
に
「
ど
う
し
た
の
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
彼
女
は
「
こ
れ
を
読

ん
で
下
さ
い
」
と
ノ
ー
ト
を
ち
ぎ
っ
た
鉛
筆
書
き
の
紙
を
手
渡
し
て
き
た
。

そ
こ
に
は
、
ち
ょ
っ
と
た
ど
た
ど
し
い
英
語
で
「
私
は
イ
エ
メ
ン
が
嫌
い
で
す
。
イ
エ
メ
ン
の
女
性
に

は
希
望
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
父
と
兄
は
私
に
勉
強
を
続
け
さ
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

お
や
お
や
、
意
外
な
展
開
で
あ
る
。

最
初
は
イ
エ
メ
ン
女
性
の
地
位
改
善
運
動
か
何
か
の
回
し
者
が
、
外
国
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
募
金
で
も

し
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
が
、
そ
の
紙
は
さ
ら
に
裏
に
続
い
て
い
た
。
そ
こ
に
は
「
私
は
日
本
に
行
き
た

い
。
日
本
で
勉
強
し
た
い
。
で
も
パ
ス
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
。
助
け
て
下
さ
い
。
日
本
人
は
と
て
も
親

切
だ
と
聞
き
ま
し
た
」
と
書
い
て
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
こ
り
ゃ
い
っ
た
い
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
。
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「
大
使
館
の
警
備
の
人
が
な
か
に
入
れ
て
く
れ
な
い
の
で
、
大
使
館
員
に
会
っ
て
話
が
で
き
な
い
の
で

す
」
と
訴
え
る
。
そ
り
ゃ
そ
う
だ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
も
な
く
、
大
使
館
員
と
の
約
束
も
な
い
女
を
警
備
員
が

入
れ
る
わ
け
も
な
い
。
し
か
し
な
ん
だ
か
と
て
も
思
い
詰
め
た
様
子
な
の
で
、
何
と
か
力
に
な
っ
て
あ
げ

た
い
と
は
思
う
け
れ
ど
、
で
も
、
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

「
私
の
名
前
は
ア
マ
ル
。
で
も
日
本
人
の
レ
イ
コ
と
言
う
名
前
が
好
き
」
と
言
う
。
ど
こ
で
「
レ
イ
コ
」

な
ん
て
名
前
を
知
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
町
に
滞
在
し
て
い
る
日
本
人
は
わ
ず
か
三
〇
人
弱
で
、
女
性
は

子
供
を
入
れ
て
も
一
〇
人
に
満
た
な
い
の
に
。

サ
ナ
ア
の
町
で
は
、
男
と
女
が
道
路
の
真
ん
中
で
立
ち
話
な
ど
と
い
う
光
景
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
。
し

か
も
一
方
が
外
国
人
で
、
他
方
が
黒
づ
く
め
の
シ
ャ
リ
シ
ャ
フ
・
ス
タ
イ
ル
の
女
性
と
い
う
取
り
合
わ
せ

は
相
当
奇
異
な
光
景
で
あ
る
。
お
ま
け
に
彼
女
の
父
や
兄
は
か
な
り
厳
し
い
人
ら
し
い
で
は
な
い
か
。
そ

ん
な
彼
女
と
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
話
し
て
い
る
の
を
目
撃
さ
れ
た
ら
、
ラ
イ
フ
ル
で
撃
た
れ
な
い
と
も
か
ぎ

ら
な
い
の
で
、
私
は
少
し
そ
わ
そ
わ
す
る
。

そ
も
そ
も
ど
う
し
て
こ
こ
に
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
日
本
人
が
通
り
が
か
る
の
を
待
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
だ
け
ど
、
悪
い
旅
行
者
だ
っ
た
ら
、
さ
ら
っ
て
行
っ
て
ど
こ
か
に
売
り
飛
ば
し
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
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彼
女
は
学
生
で
、
サ
ナ
ア
市
の
東
の
ほ
う
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
。
大
使
館
は
町
の
か
な
り
西
の
は
ず

れ
に
あ
り
、
小
さ
な
町
と
は
い
え
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
。
彼
女
は
い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
こ
こ
ま
で
来

た
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
バ
ス
な
ど
な
い
し
、
日
本
大
使
館
は
ダ
ッ
バ
ー
ブ
の
ル
ー
ト
か
ら
も
は
ず
れ
て

い
る
の
だ
。「
友
だ
ち
の
家
に
行
く
と
言
っ
て
、
無
理
矢
理
家
か
ら
出
て
来
ま
し
た
」。
歩
い
て
来
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
彼
女
も
話
を
し
て
い
る
間
、
通
り
が
か
り
の
人
の
視
線
が
気
に
か
か
る
様
子
。

と
も
か
く
「
わ
が
ま
ま
言
わ
ず
に
我
慢
し
な
さ
い
」
と
は
無
責
任
に
言
え
な
い
雰
囲
気
だ
し
、
か
と
い

っ
て
今
こ
こ
で
彼
女
を
助
手
席
に
乗
せ
る
な
ん
て
暴
挙
は
ど
う
考
え
て
も
で
き
な
い
。「
来
週
の
水
曜
日

に
、
う
ち
に
来
て
ご
ら
ん
」
と
言
っ
て
み
る
。
来
週
な
ら
日
本
人
女
性
が
来
る
予
定
だ
か
ら
、
家
の
な
か

で
彼
女
と
二
人
っ
き
り
と
い
う
状
況
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
一
週
間
す
れ
ば
彼
女
の
気
ま
ぐ
れ

も
お
さ
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。

わ
が
家
の
場
所
を
教
え
る
と
、
彼
女
は
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
と
去
っ
て
行
っ
た
。
こ
ん
な
事
態
に

遭
遇
し
た
の
は
初
め
て
な
の
で
、
す
こ
し
考
え
込
ん
で
し
ま
う
。
な
ぜ
彼
女
は
こ
ん
な
大
胆
な
行
動
に
出

た
の
だ
ろ
う
。
も
し
か
し
て
意
に
添
わ
な
い
結
婚
を
さ
せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
、
家
出
を
す
る
つ
も
り
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
想
像
は
膨
ら
む
。
サ
ナ
ア
で
も
十
三
歳
〜
十
五
歳
で
嫁
入
り
す
る
例
は

今
で
も
け
っ
し
て
珍
し
く
は
な
い
。
そ
れ
は
そ
う
と
、
今
日
の
こ
と
が
ば
れ
て
来
週
兄
や
父
親
が
一
緒
に
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怒
鳴
り
込
ん
で
き
た
ら
、
な
ん
と
釈
明
す
れ
ば
い
い
の
か
も
、
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
。

外
国
へ
の
あ
こ
が
れ

翌
週
の
水
曜
日
。
そ
の
日
の
朝
サ
ナ
ア
に
着
い
た
ば
か
り
の
日
本
人
大
学
院
生

と
自
宅
で
話
を
し
て
い
る
と
、
午
後
一
時
半
、
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
（
私
の
家
は
塀
で

囲
わ
れ
た
外
国
人
用
住
宅
に
あ
っ
た
）
の
門
番
か
ら
電
話
が
入
る
。
本
当
に
ア
マ
ル
が
や
っ
て
来
た
。

な
ん
と
破
壊
的
な
行
動
力
だ
ろ
う
。
イ
エ
メ
ン
人
の
女
の
子
が
外
国
人
の
い
る
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
に
や
っ

て
来
る
な
ん
て
、
十
年
前
に
は
考
え
ら
れ
も
し
な
か
っ
た
。
自
分
の
家
に
イ
エ
メ
ン
人
女
性
が
訪
ね
て
来

た
こ
と
な
ん
て
、
前
回
（
一
九
八
〇
年
代
後
半
）
三
年
間
サ
ナ
ア
に
住
ん
で
い
て
も
一
度
も
な
か
っ
た
の

だ
。ゲ

ー
ト
ま
で
迎
え
に
行
く
と
、
今
日
の
ア
マ
ル
は
グ
レ
ー
の
バ
ル
ト
ー
を
着
て
、
白
い
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
を

か
ぶ
り
、
目
の
上
下
に
黒
い
は
ち
ま
き
状
の
顔
覆
い
〈
ブ
ル
カ
〉
を
し
て
い
た
。
こ
ん
な
い
で
た
ち
の
女

性
と
握
手
を
し
た
の
も
初
め
て
だ
。
家
に
入
る
と
、
ア
マ
ル
は
バ
ル
ト
ー
と
ブ
ル
カ
を
か
な
ぐ
り
捨
て
る

よ
う
に
脱
い
だ
。
く
ど
い
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ま
で
十
五
年
間
イ
エ
メ
ン
を
研
究
し
て
き
た
が
、
目
の
前
で

女
性
が
ベ
ー
ル
を
脱
ぐ
と
こ
ろ
を
見
た
の
は
初
め
て
だ
。
一
瞬
目
の
や
り
場
に
困
っ
て
し
ま
う
。

素
顔
の
ア
マ
ル
は
色
が
黒
め
の
お
て
ん
ば
そ
う
な
娘
。
年
齢
は
中
学
三
年
生
の
十
六
歳
。
表
情
は
ま
だ

ま
だ
子
供
で
あ
る
。
ア
マ
ル
は
片
言
の
英
語
で
語
り
出
す
。「
父
親
と
兄
が
嫌
い
、
お
母
さ
ん
も
嫌
い
、
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兄
嫁
も
理
解
し
て
く
れ
な
い
。
結
婚
し
た
姉
は
夫
に
ぶ
た
れ
る
。
あ
た
し
も
父
や
兄
に
ぶ
た
れ
る
。
父
は

私
に
勉
強
さ
せ
て
く
れ
な
い
。
中
学
を
卒
業
し
た
ら
働
け
と
い
う
。
で
も
同
時
に
外
に
出
る
こ
と
を
よ
く

思
っ
て
い
な
い
」「
イ
エ
メ
ン
人
は
、
誰
一
人
私
を
理
解
し
て
く
れ
な
い
」「
イ
エ
メ
ン
国
民
は
ホ
ー
プ
レ

ス
（
望
み
が
な
い
）」「
だ
け
ど
日
本
人
は
親
切
、
日
本
は
き
れ
い
。
テ
レ
ビ
で
日
本
の
番
組
を
見
た
の
」

「
私
は
日
本
に
行
き
た
い
。
パ
ス
ポ
ー
ト
が
な
く
て
も
船
で
行
け
ば
船
長
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
く
れ
る
と
聞

い
た
わ
」
と
た
た
み
か
け
て
く
る
。
い
っ
た
い
ど
う
す
る
と
こ
ん
な
風
に
思
い
こ
む
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ

う
。「

私
は
今
す
ぐ
日
本
に
行
き
た
い
の
」「
日
本
の
大
使
は
助
け
て
く
れ
る
か
し
ら
」「
大
使
に
会
わ
せ
て

ほ
し
い
の
」
と
続
く
。
と
に
か
く
熱
を
冷
ま
さ
せ
な
く
ち
ゃ
。
大
学
院
生
と
二
人
が
か
り
で
「
ル
ー
ル
は

ル
ー
ル
だ
か
ら
、
大
使
だ
ろ
う
が
誰
だ
ろ
う
が
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
し
で
日
本
に
行
か
せ
て
は
く
れ
な
い
よ
」

と
説
明
す
る
。
納
得
し
て
い
な
い
様
子
。「
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
の
ミ
ス
タ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
と
い
う
人
は

お
姉
さ
ん
を
助
け
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
姉
は
オ
ラ
ン
ダ
か
イ
ギ
リ
ス
に
行
き
た
い
の
」
と
言
う
。

い
っ
た
い
こ
の
家
族
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

で
も
、
ど
う
考
え
た
っ
て
中
卒
で
日
本
に
行
っ
て
ど
う
な
る
も
の
で
も
な
い
。
だ
か
ら
「
日
本
に
行
き

た
い
ん
だ
っ
た
ら
ま
ず
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
、
手
に
職
を
つ
け
な
い
と
だ
め
」
と
言
う
。
す
る
と
「
だ
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っ
て
お
父
さ
ん
は
勉
強
さ
せ
て
く
れ
な
い
ん
だ
も
の
」
と
泣
き
出
す
。
う
ー
ん
、
確
か
に
こ
の
国
で
は
そ

う
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
。
そ
も
そ
も
女
性
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
多
く
の
場
合

ど
う
し
た
っ
て
父
親
か
夫
な
ど
の
「
保
護
者
」
が
申
請
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
仮
に
ア
マ
ル
が
う
ん
と

勉
強
し
て
、
手
に
職
つ
け
て
も
父
親
が
認
め
な
け
れ
ば
パ
ス
ポ
ー
ト
を
入
手
す
る
こ
と
は
絶
望
的
な
の
だ
。

「
今
す
ぐ
日
本
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
？
」
そ
れ
は
無
理
な
ん
だ
よ
、
ア
マ
ル
ち
ゃ
ん
。

「
じ
ゃ
あ
何
年
待
て
ば
い
い
の
？
」
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
焦
っ
て
い
る
の
、
ア
マ
ル
ち
ゃ
ん
。
君
は
ま

だ
ま
だ
若
い
の
に
。
と
は
い
え
、
彼
女
に
残
さ
れ
た
自
由
な
時
間
は
残
り
わ
ず
か
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
わ
れ
わ
れ
に
言
え
る
こ
と
は
、
せ
い
ぜ
い
「
こ
れ
か
ら
二
年
ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
て
ご
ら
ん
、

君
の
そ
う
い
う
姿
を
見
て
お
父
さ
ん
の
考
え
も
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
し
」
く
ら
い
。
今
の
彼
女
に
は
ま

っ
た
く
説
得
力
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

「
そ
の
間
に
無
理
矢
理
結
婚
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
わ
」。
大
い
に
あ
り
う
る
と
思
う
。

「
二
年
た
っ
た
ら
必
ず
助
け
て
く
れ
ま
す
か
」
お
い
お
い
。
大
変
な
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
。
と
に

か
く
少
し
落
ち
着
か
せ
な
け
れ
ば
、
と
彼
女
の
目
の
前
で
大
使
館
に
電
話
を
し
て
み
る
。
大
使
館
の
友
人

に
「
日
本
語
の
テ
キ
ス
ト
も
ら
え
る
か
い
」
と
聞
く
と
「
あ
げ
ま
す
よ
」
と
い
う
の
で
、
ア
マ
ル
の
た
め

に
取
り
に
行
く
。
大
使
館
に
は
日
本
に
国
費
留
学
し
た
り
、
短
期
間
研
修
に
行
く
人
の
た
め
に
こ
う
し
た
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テ
キ
ス
ト
が
あ
る
の
だ
。
日
本
語
の
教
科
書
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
も
ら
っ
て
き
て
渡
す
と
、
ア
マ
ル
は

と
り
あ
え
ず
帰
っ
て
い
っ
た
。
今
日
は
家
か
ら
二
時
間
か
け
て
歩
い
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
タ
ク
シ
ー
に

な
ど
乗
れ
な
い
し
、
彼
女
の
大
嫌
い
な
イ
エ
メ
ン
人
男
性
と
隣
り
合
わ
せ
に
座
る
ダ
ッ
バ
ー
ブ
に
は
乗
り

た
く
な
い
の
だ
ろ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、
お
金
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
タ
ク
シ
ー
代
な
ど
渡

し
て
も
い
い
け
れ
ど
、
そ
の
こ
と
を
親
が
知
っ
た
ら
ど
う
思
う
か
と
考
え
る
と
、
余
計
な
こ
と
は
し
な
い

ほ
う
が
賢
明
だ
と
思
う
。

不
良
少
女

そ
の
後
、
ア
マ
ル
は
時
々
家
に
遊
び
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
勉
強

の
成
果
で
、「
こ
ん
に
ち
は
」「
お
元
気
で
す
か
」
な
ど
の
日
本
語
も
少
し
ず
つ
上
達
し
た
。

ど
う
や
ら
頭
は
悪
く
な
い
よ
う
だ
。
ア
マ
ル
が
持
っ
て
き
た
中
学
三
年
生
用
の
英
語
の
教
科
書
に
は
、
日

本
人
ユ
キ
と
イ
エ
メ
ン
人
フ
ア
ド
が
文
通
し
て
、
フ
ア
ド
が
日
本
に
旅
行
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

っ
た
。
イ
エ
メ
ン
人
の
日
本
へ
の
あ
こ
が
れ
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
も
醸
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
を
嬉

し
そ
う
に
僕
ら
に
見
せ
て
、「
今
す
ぐ
日
本
に
行
き
た
い
」
が
始
ま
っ
た
。
ア
マ
ル
は
い
つ
も
突
然
や
っ

て
来
て
は
、「
ど
う
し
た
ら
日
本
に
行
け
る
の
」
と
答
え
に
窮
す
る
問
い
を
発
し
て
帰
っ
て
い
く
。
困
っ

た
娘
で
あ
る
。

は
じ
め
の
頃
ア
マ
ル
は
家
の
な
か
で
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
を
脱
ぎ
な
が
ら
、「
私
は
顔
を
隠
す
の
が
嫌
い
。
で
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も
お
母
さ
ん
が
こ
の
格
好
で
な
い
と
外
出
を
許
し
て
く
れ
な
い
の
」
と
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
何
度
か
来

る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
大
胆
に
な
り
、
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
入
口
で
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
を
取
り
、
顔
を
出
し
た
状

態
で
家
に
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
バ
ル
ト
ー
も
脱
ぎ
捨
て
て
ジ
ー
パ
ン
姿
で
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
内

を
闊
歩
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
エ
メ
ン
の
基
準
で
は
完
全
に
不
良
少
女
で
あ
る
。

ア
マ
ル
の
家
族
構
成
は
父
母
と
一
〇
人
の
兄
弟
姉
妹
で
、
ア
マ
ル
は
六
番
目
。
家
族
は
み
ん
な
嫌
い
だ

し
、
イ
エ
メ
ン
人
も
み
ん
な
嫌
い
だ
け
れ
ど
一
つ
上
の
お
兄
さ
ん
だ
け
は
良
い
人
で
、
彼
は
今
オ
ラ
ン
ダ

に
「
政
治
亡
命
」
し
て
い
る
と
言
う
。
い
っ
た
い
に
、
イ
エ
メ
ン
人
は
か
な
り
気
楽
に
「
亡
命
」
す
る
。

旧
南
イ
エ
メ
ン
の
政
治
家
も
内
戦
以
降
ず
い
ぶ
ん
亡
命
し
て
い
る
が
、
こ
の
お
兄
さ
ん
の
亡
命
の
理
由
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
お
父
さ
ん
は
ア
マ
ル
に
働
け
と
言
う
が
、
外
国
に
行
く
こ
と
は
許
し
て
く
れ
な
い
。

母
親
に
い
た
っ
て
は
、
家
の
外
に
出
る
の
さ
え
や
か
ま
し
く
と
が
め
る
の
だ
と
い
う
。

し
か
し
ア
マ
ル
の
外
出
は
さ
ら
に
大
胆
に
な
っ
て
い
く
。
と
き
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
や
イ
ラ
ク
人
の
ボ

ー
イ
フ
レ
ン
ド
を
連
れ
て
や
っ
て
来
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
聞
け
ば
彼
女
が
町
な
か
で
「
ナ
ン
パ
」

し
て
、「
私
に
は
日
本
人
の
知
り
合
い
が
い
る
の
よ
」
と
自
慢
か
た
が
た
連
れ
て
来
た
ら
し
い
。
い
っ
た

い
、
彼
女
の
両
親
は
彼
女
の
こ
う
し
た
行
動
を
把
握
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
友
だ
ち
に
な
っ
た
日
本
人
女
性
を
訪
ね
て
サ
ナ
ア
旧
市
街
の
ホ
テ
ル
に
出
か
け
、
た
ま
た
ま
そ
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こ
に
い
た
ア
メ
リ
カ
人
の
旅
行
者
男
性
と
し
ば
ら
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
ホ
テ
ル
か
ら
出
た
と
こ
ろ
で
、

「
風
紀
警
察
」
に
つ
か
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
と
き
日
本
人
女
性
も
聴
取
を
受
け
た
が
、
ど
う
や
ら

彼
女
が
ア
メ
リ
カ
人
男
性
に
ア
マ
ル
の
売
春
を
手
引
き
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
嫌
疑
を
か
け
ら
れ

た
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
マ
ル
は
す
で
に
「
要
注
意
リ
ス
ト
」
に
入
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、「
困
っ
た
ア
マ
ル
ち
ゃ
ん
」
の
将
来
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
い
つ
の
日
か
日
本
に
た
ど
り
着

け
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
そ
の
前
に
結
婚
さ
せ
ら
れ
（
ほ
と
ん
ど
の
イ
エ
メ
ン
女
性
の
よ
う
に
）
一
生

外
国
な
ん
か
に
行
か
な
い
人
生
を
歩
む
の
だ
ろ
う
か
。

ア
マ
ル
を
見
な
が
ら
考
え
込
ん
で
し
ま
う
。
社
会
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
態
勢
に
な
っ
て
い
な
い
と
き

に
、
よ
そ
者
が
自
分
た
ち
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
「
女
性
の
自
由
」
や
「
権
利
」
を
跛
行
的
に
教
え
込
も

う
と
す
る
と
、
ア
マ
ル
の
よ
う
に
「
社
会
か
ら
浮
き
上
が
っ
た
」
子
が
出
て
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
、
と
。
そ
れ
は
「
啓
蒙
」
と
い
う
名
の
、
無
責
任
な
「
扇
情
」
で
は
な
い
の
か
。「
目
覚
め
た
」

ア
マ
ル
の
期
待
と
野
望
を
、
よ
そ
者
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
し
て
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
。
数

年
間
し
か
住
ま
な
い
わ
れ
わ
れ
は
彼
女
の
人
生
に
責
任
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
女
を

養
女
に
し
て
日
本
に
連
れ
て
帰
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
今
後
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
る
「
ア
マ
ル
予
備
軍
」

た
ち
に
と
っ
て
は
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
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個
人
的
に
は
、
そ
れ
が
「
イ
エ
メ
ン
女
性
の
置
か
れ
て
い
る
地
位
の
低
さ
」
に
対
す
る
反
発
か
ら
で
あ

っ
た
と
し
て
も
「
イ
エ
メ
ン
人
が
嫌
い
」
な
ど
と
言
う
イ
エ
メ
ン
人
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
し
、「
お

父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
嫌
い
」
な
ん
て
言
う
子
に
は
ち
ょ
っ
と
抵
抗
が
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
「
ベ
ー
ル
を
か
ぶ
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
が
、
女
性
の
抑
圧
を
す
ぐ
さ
ま
意
味

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
イ
エ
メ
ン
の
女
性
た
ち
は
ベ
ー
ル
と
い
う
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
の
生
活
文
化
の
な

か
で
そ
れ
な
り
の
自
己
主
張
を
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
」
な
ど
と
書
き
な
が
ら
、
い
つ
も
ど
こ
か
で
「
ほ

ん
と
に
そ
う
か
」
と
自
問
自
答
し
て
い
た
自
分
が
い
る
こ
と
も
事
実
な
の
だ
。

イ
エ
メ
ン
社
会
の
変
化
を
観
察
し
、
理
解
す
る
の
が
地
域
研
究
者
と
し
て
の
役
割
だ
が
、
そ
の
な
か
で

し
ば
ら
く
は
ア
マ
ル
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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